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八潮市の高齢者の50.2%（令和2年10月1日現在）は、後期
高齢者 (75 歳以上）です。平均寿命が 延びることは良いこと
です が、高齢になれば認知症 は特別なことではなく誰でも
なる可能性があります。

私は、 （仮称）八潮市認知症とともに生きる希望条例を策
定し、どんな場所で暮ら していても自分ら しく生きる希望を
持ち、意思と権利が尊重され、自らの力を発揮しながら、
安心 して老いることができるまち、安心 して暮ら し続ける
ことができる町をつ くります。また、ケアラ ー（介護者）、
特にヤングケアラ ー支援にも取り組みます。

目悶認悶打
る

皆さ まは、払っ た税金が有効に 使われ ていると思います
か？令和元年度の市民l人当たりの地方債現在高や基金 現
在高 は以下の通りです。
令和元年度末の市民1人当たりの地方債・基金現在高
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今後、 高齢化に伴う扶助費の増 大は避けられず、新庁

舎建設、南部地区の学校建設、区画整理事業や公共下水
道事業な どにも 多額の財源が必要です。これまでも、 公共
施設 へのPPS（新電力）導入や自販機設置場所の入札等 を
提言し、自 主財源を増やしてきましたが、 「 入るを量りて出
ずるを制し」、将来につけ を残さない健全 財政に努めます。

お約束車いす・ ベビーカ ー からの

゜ まちづくり
高齢者や障がい者の通院や外出支援のボランティア経験

から、 「いつでも、どこでも、だれでも」 公共料金並の費用
で 「 ドア ・ ツー・ ドア」のサービスが必要です。特に、高齢
者が 多い八條地区や古新田地区の公共交通の充実は喫緊
の課題です。いつでも誰でも 自由に 外出できる 公共交通
網の整備に取り組みます。

お約束緑を次世代に！
O sDGsのまちづくり

地球の気温上昇による異常気象や増える自然災害に危機
感を覚えています。今年4 月 26日、八潮市 は近隣 5 市 l 町
と共同で 「カ ーボン・ ゼロシティ宣言」をしました。宣言 だ
けに終わらせず、 実効性ある施 策を推進し、再生エネルギ
ーを中心とした 持続 可能な環境を次世代に残 します。

今年は福島第一原発事故から10年目、原発に頼らない
安心できるエネルギー政 策へ転換さ せます。

お約束男女が多様な生き方を選択
8 できるまちづくり

男女ともに 「仕事も家庭も 子育て・ 介護も」一緒に担うこ
とが 当然と考える人が 増えており、そのた めの環境整備
（ 保育所の増設、 学童保育の整備、延長 保育の充実） は行

政の責任です。働きながら4人の子育てをした経験を活か
し、すべての子育て世代に 多様な支援 策を充実します。こ

れ までも 学童保育の保育時間の延長、 保育所の使用済み
紙おむつ の持ち帰り廃止、新生児聴覚検査費の公 費助成
等、保護者の負担軽減に努めてきましたが、さらに 保育所
に 子どもを預ける 保護者にとって日々の負担となっている
制度を改革 します。また、パートナーシップ宣誓制度を早
期導入 し、トランスジェンダーを含むすべての人が 自分ら
しく暮らせるまちづくり を実現します。

さらに新型コロナウイルス 感染症の流行で、生 活困窮や
家庭内な どの悩みが深刻化しており、女性の貧困が 増えて
います。 「働きづらさ」 「生きづらさ」を抱える女性たちに
寄り添いながら、多様な支援 策を推進します。

お約束市民 と 一緒に考える
〇まちづくり

市民との協働によるまちづくりの前提ば情報公開です。
「密室・ 不透明」は廃止。まちづくりの主役である 市民 一 人

ひとりの声が反映され、わかりやす い市政 をめざします。
また、市民 感覚が 通用し、多様性な 声が反映されるよう

引き続 き議会改革にも取り組みます。

お約束多様な個性 と 能力を育む
〇教育の実施 と

日本一の学校給食の実現
未来の八潮を支える 主役 は 子どもたち。 子どもたちの感

性を育 む学校図書館や、体を鍛えるスポ ーツ施設の充実
等、学ぶ子に応える教育環境整備の充実に努めます。民間
委託による 学校給食で大規模な食 中毒事件が 発生し、多く
の被害者がでました。学校給食法第 2 条にある7つの 「 学校
給食の目標」の達成は もちろん、 地産地消、有機農産物を
取り 入れ、 安全で美味しい「日本一の給食」をめざします。
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E-mail: e-yazawa@smile.ocn.ne.jp
https://www.e-yazawa-web.net/


